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品質を支える研磨工程

鋼球表面の傷や汚れ、光沢不良を検査する外観検査工程

転がり軸受用鋼球

大
旺
鋼
球
製
造 

株
式
会
社

軸
受
け
用
な
ど

鋼
球
製
造
の
パ
イ
オ
ニ
ア

あ
ら
ゆ
る
産
業
を
支
え
る

鋼
球
専
門
メ
ー
カ
ー

業務
内容

　

鋼
球
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
80
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
。
ベ
ア
リ
ン
グ
用
鋼
球
メ
ー

カ
ー
は
国
内
に
数
社
あ
る
が
ど
こ
も
老
舗
ば

か
り
。
新
規
参
入
が
難
し
い
事
業
だ
。
手
が

け
て
い
る
の
は
直
径
０
・
６
㎜
か
ら
１
イ
ン

チ
ま
で
の
小
径
が
中
心
で
、
こ
の
サ
イ
ズ
で

は
一
定
シ
ェ
ア
を
有
す
る
。
材
質
も
軸
受
け

鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
炭
素
鋼
、
真
ち
ゅ
う
な

ど
の
金
属
か
ら
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ま
で
さ
ま
ざ

ま
。
鋼
球
の
精
度
を
表
す
真
球
度
は
０
・

０
５
㎛
と
高
い
。
生
産
量
は
サ
イ
ズ
に
よ
っ

て
も
異
な
る
が
、
月
産
６
億
個
前
後
。
ピ
ー

ク
時
は
７
億
個
近
く
生
産
し
て
い
る
。

　

鋼
球
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ベ
ア
リ
ン
グ

用
以
外
の
鋼
球
も
手
が
け
る
。
全
体
の
60
％

を
占
め
る
ベ
ア
リ
ン
グ
用
以
外
に
自
動
車
や

自
転
車
部
品
、
バ
ル
ブ
用
と
し
て
使
用
さ
れ

る
化
粧
品
や
ト
イ
レ
タ
リ
ー
製
品
の
容
器
用

に
お
い
て
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
だ
。
最
近
で
は

医
療
や
航
空
機
関
連
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
も
多

い
と
い
う
。生

産
設
備
は

大
半
が
自
社
開
発

強み

　

目
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
小
径
も
の
を
扱
う

だ
け
に
、
生
産
工
程
は
機
械
化
比
率
が
高

い
。
汎
用
の
設
備
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自
動

機
類
は
す
べ
て
自
社
で
開
発
し
て
い
る
、
治

具
類
も
も
ち
ろ
ん
自
社
開
発
。
熱
処
理
工
程

も
内
製
化
比
率
が
高
い
。
品
質
の
カ
ギ
を
握

る
研
磨
装
置
も
も
ち
ろ
ん
自
社
開
発
で
、
文

字
通
り
「
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
だ
。
ま

た
製
品
の
傷
や
汚
れ
を
検
査
す
る
光
学
式
の

外
観
検
査
装
置
は
自
慢
で
き
る
設
備
で
、
全

数
検
査
に
よ
り
品
質
を
保
証
し
て
い
る
。

３
工
場
体
制
で
リ
ス
ク
分
散

ＢＣＰと
クイック
レスポンス

　

生
産
増
強
の
狙
い
か
ら
、
平
成
３
年
11
月

に
合
弁
工
場
「
北
日
本
大
旺
株
式
会
社
」
を

北
海
道
芦
別
市
に
設
立
し
た
。
さ
ら
に
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の

観
点
か
ら
平
成
21
年
６
月
、
同
じ
芦
別
市
に

大
旺
北
海
道
工
場
を
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
国
内
３
工
場
体
制
が
構
築
さ
れ
、
不
慮
の

事
故
や
自
然
災
害
な
ど
が
発
生
し
て
も
生
産

継
続
で
き
る
体
制
が
で
き
た
。
芦
別
市
は
石

炭
産
業
で
栄
え
た
町
な
の
で
地
盤
が
強
固
。

振
動
を
嫌
う
精
密
部
品
産
業
に
適
し
て
い

る
。
中
小
企
業
ら
し
い
意
思
決
定
の
速
さ
を

生
か
し
た
格
好
で
、
宗
田
三
郎
社
長
は
「
新

規
の
取
り
引
き
先
も
で
き
た
」
と
い
う
。

生
産
工
程
を
抜
本
見
直
し

今後の
展望

　

現
在
、
経
営
５
カ
年
計
画
を
遂
行
中
。
数
値

目
標
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
目
的
は
、
“
良
い

製
品
を
安
く
早
く
つ
く
る
”
こ
と
。
数
人
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
生
産
工
程
を

抜
本
的
に
見
直
し
て
い
る
。
加
工
時
間
を
短
縮

す
れ
ば
必
然
的
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
る
か

ら
だ
。
と
く
に
品
質
を
決
定
付
け
る
研
磨
工
程

の
見
直
し
は
必
須
と
見
て
い
る
。
大
阪
府
の

経
営
革
新
計
画
に
も
認
定
さ
れ
、
本
社
工
場

に
モ
デ
ル
ラ
イ
ン
を

設
置
し
た
。
そ
れ
を

各
工
場
に
も
展
開
し

て
い
く
。
究
極
の
目

標
は
「
ボ
タ
ン
一
つ

で
高
品
質
の
鋼
球
を

製
造
で
き
る
無
人
工

場
」
と
宗
田
社
長
は

語
る
。

昭和６年の創業以来、鋼球製造の専門メーカーとして、これまで
培ってきた技術・ノウハウを生かし、顧客に最適なコスト
パフォーマンスを提供してきました。製品の価値を下げることなく
コストダウンに取り組み、顧客が望む機能に応じた低コストの
製品を安定的に供給しています。また将来の成長分野を見据えた
新しい商品開発にも取り組んでいます。

代表取締役社長 宗田 三郎さん http://www.daio-steelball.co.jp

■主な事業内容
転がり軸受け用鋼球、
ステンレス鋼球および
炭素鋼球の製造・販売

■主な取引先（納入先）
ベアリング、輸送用機器、
化粧品・トイレタリー、
自転車、電気機器部品、
産業機械メーカーなど

住　所／〒581-0053
八尾市竹渕東
3-112

ＴＥＬ／06-6708-0061
ＦＡＸ／06-6708-0085
創　業／昭和6年5月
設　立／昭和22年8月
資本金／9,000万円
従業員／100名「Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ」だからこそ実現できる

技術を駆使し、世の中に貢献して参ります。
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